
r国際地球物理金沢会議（1990WPGM）」の報告

行われた（気象研：牧野，名大：近藤，大和）．対流圏

のオゾン，NOy，H20，エァロゾル等が研究対象となっ

た物質である．対流圏の大気化学の発表は全体として少

なかったが今後の大気化学の計画の進展に伴い，日本の

この分野の発表が増えることが期待される．

　このセッション全体としてみた場合，講演の内容，発

表件数（特にアメリカ側の）など必ずしも十分ではなか

った点はあろう．七かし，この会議に出席したアメリカ

の研究者との交流は良く行えていたという点で1つの良

い機会であった．今後，更にこのような交流の場が増え

れば，発表の質，量共，更に向上していくであろう．

　・5．おわりに

　地球科学とくに地球物理系の8学会・1グループが一

同に会し，国際会議を初めて開いてみた結果は，当初予

想されていた以上ゐ盛会であった．しかし，それら諸学

会が何故一同に会する必要があったのかは，必ずしも明

確ではなかったようである．特に気象関係に関して言う

と，その点についての疑問は小さくない．学問的成熟度

からは例えば気象学と地震学との距離はまだまだ遠い．

また，色々と事情の違う各学会間の調整にも時間が要っ

た．
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　それはともかく，金沢会議の準備が後手後手に回りが

ちで，会議の趣旨が生かせない面が多かったのは残念で

あった．金沢会議実行委員会での決定を受けて，ようや

く天気誌に告示が出せた時期は講演申し込み締切日の約

1ヵ月前といった案配であったし，共催セッションの企

画や調整，招待者との交渉などもほとんど時間的に余裕

がなかった．これについては，会議中での組織委員会打

合せ会でも反省点として指摘された．初めての紹験とい

うこともあって，やむを得ないところもあるが，当報告

中で安成氏も述べておられるように，セッションを担当

されたコンピナとしては不満足な思いをされたことも

多々あったろう．しかし，色々な不都合は予想されてい

たことで，そういう困難な情勢の元にあった割には，コ

ンビナや座長の方々の努力によって，河崎氏の報告に

あるように中成功といえる会議ができたのさはなかろう

か．

　報告を終わるに当たって，プログラム委員の木村竜治

氏をはじめとして，気象学会金沢会議実行委員会の委員

の皆さん，および当報告を寄せて頂いた各氏の，金沢会

議入の惜しみないご協力に対し，理事会はここに深く感

謝の意を表します．
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